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ワークテーブルを高速反転運動させるこ

とにより，高能率な研削加工を実現する研削

法（ハイレシプロ研削：図 1）に関する研究

を行っています．ハイレシプロ研削には以下

の特徴があります． 

１）研削抵抗が小さい 

工作物が高速反転運動するため，1 パスあ

たりの砥石半径切り込み深さが小さくなり

ます．その結果，研削抵抗が小さくなります．

２）研削熱の発生が小さい 

砥粒切削長さ（図 2中 lg）が短くなるため，

発熱する区間が短く，冷却される区間が長く

なります．その結果，研削熱の低い研削が可

能となります．また最大砥粒切り込み深さ

（図 2中 gm）が大きくなるため，上滑り領域

が短くなり，研削熱の発生が小さくなりま

す． 

 

 

 

 

 

 

工作物に加わる熱および力が小さいため，工作物の反りやたわみを抑制することが可能です．そ

のため薄肉の工作物を加工することに適しています．また現在はハイレシプロ化が成形研削面の粗

さに及ぼす影響について検討しています． 

薄肉工作物の研削 
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ワークテーブルを高速反転運動させることが可能な研削盤を用いた 

研削加工 

どんな技術？ 

 

何に使えるの？ 

図 1 ハイレシプロ研削における 
テーブル往復機構

 

図 2 砥粒切削の概念図 


